
31108 学びとライフプランニングⅡ 
Study  and Life PlanningⅡ

全専任教員 基礎 1 必修 2年通年

「学びとライフプランニングⅡ」は、2年次はゼミ教員が担当となり、通年で取得する科目である。授業形態は、目的に合わ
せ、全体授業とクラス単位の授業の２形式で実施。本学科は、各学⽣が独⾃のカリキュラムで受講する為に、固定されたクラス
がないため全専任教員がクラス単位で指導教授として担当し、学⽣の学習⽀援・キャンパスライフ⽀援を⾏う。授業内容は、科
目履修・⽣活⽀援・進路⽀援のほか、本学学⽣として必要な知識、建学の精神や社会⼈基礎⼒を修得する。

① 学⽣⽣活の指導を⾏う 
② 科目登録の指導を⾏う 
③ 進路・就職の指導を⾏う 
④ コミュニケーションについて 

① 学習⽣活を安定したものとすることができる 
② 本学での学習目標を明確にすることができる 
③ 将来の進路・就職を決定することができる 
④ 良好な⼈間関係の構築をめざすことができる 

様々なことに対して、⾃分で考え積極的に取り組める。

科目履修では、興味関⼼と進路に合わせた授業選択ができる。

⾃分の目標を達成する上で、課題を⾒つけることができる。

将来の進路に合わせて学習の計画を⽴てることができる。

様々な意⾒を聞くことにより、新たな発想で新しい価値観を⾒いだすことができる。

知識を学ぶだけでなく、⾃分の考えを分かりやすく相⼿につたえることができる。

様々な意⾒をしっかりと聞くことができ、理解することができる。

無断⽋席をせず、授業を円滑に進⾏するようルールを守ることができる。

テキスト：適宜、資料等を配布 
参考⽂献：なし 

他科目との関連：本学科の基礎かつ主軸となる科目です。毎回のテーマを学ぶことにより、他科目に⽣かせる能⼒(社会⼈基礎⼒)を伸ばしましょう。 
資格との関連：なし 

① 将来の進路を決め学習目標を早く定めること。 
② 学⽣⽣活をしっかり考え計画的に⾏動すること。 
③ 学⽣⽣活で疑問や悩みなどあれば積極的に指導教
授に相談すること。 

① 遅刻や⽋席をしない。毎週、固定した⼀定の時間帯での授業ではない
ので、開講⽇・時間をしっかりと把握して出席することが⼤切です。 
② レポートなどの課題は遅れないように提出すること。 
コミュニケーションを図る授業では、積極的にクラスの仲間や教員とコ
ミュニケーションを図り親睦を深めること。 
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レポート課題によりテーマから⾃分の考えをまとめ表現する⼒を⾝
に付ける。レポートや提出物の未提出は減点、場合によっては単位
不可とする。 
① 感想⽂「安全な暮らしのために」について期限までに提出する。 
② 感想⽂「短⼤⼆年間を振り返って」について期限までに提出す
る。 
③その他に、各授業後に書かせたレポートを対象とする。 

主体性：様々なことに対して、⾃分で考え積極的に取り組める。 
実⾏⼒：進路に合わせた科目履修ができ授業に参加できる。 
課題発⾒⼒：⾃分の目標を達成する上で、その科目の課題が発⾒
できる。 
創造⼒：⾃分の発想したことを⾏動にできる。新しい価値を⽣み
出す習慣がついた。 
発信⼒：知識を学ぶだけでなく、⾃分の考えを分かりやすく相⼿
につたえることができる。 
傾聴⼒：様々な意⾒をしっかりと聞くことができ、理解すること
ができる 
規律性：授業におけるルール、キャンパスライフにおけるルール
を遵守できる。 

Ａ：課題レポートは期限までに提出でき、字数や記載内容も良く書けてい
て問題ない。その他の提出物も期限を守って提出できる。外部講師の講話
や学科教員からの説明もメモを取りしっかり理解できている。 
Ｓ：上記の基準に加えて、⽋席や遅刻が全くなく、積極的な受講態度が⾒
られ、際⽴って優れている。 

Ｃ：課題レポートは期限までに提出できず、字数は少なく、記載
内容も良くない。外部講師の講話や学科教員からの説明もあまり
理解できてない。⽋席、遅刻も多い。 
Ｂ：課題レポートは期限までにほぼ提出できたが、字数や記載内
容はそれほど良くない。外部講師の講話や学科教員からの説明は
聞いているが、熱⼼さは⾒られない。 



○ 全体オリエンテーション 
進学、就職について 
 
・⾃⼰ＰＲ企業研究の仕⽅ 

全体講義 
（全教員） 

(復習)各教員からの
説明や連絡事項など
メモし内容を読み返
し理解しておく。 
・２年間の学習⽣活
を計画する。 

・各担当教員からの諸注意を聞
き、⼤切な所はメモを取ること
ができる。 
・わからないことは担当教員に
質問して解決することができる 
・夏季休暇に向けて計画するこ
とができる。 

(予習) 前期振り返り 反省
点などについて考えてく
る。 
(復習) 各教員からの説明
や連絡事項などメモして
進路・就職について読み
返し理解しておく。 

・講師の話を聞き、⼤切
な所はメモを取ることが
できる。 
・わからないことは講師
に質問して解決すること
ができる 

(予習) 現代社会につ
いて考えてくる。 
(復習)講話内容を振
り返り、レポートに
まとめる。 

・就職担当教員からの説明
や諸注意を聞き⼤切な所は
メモを取ることができる。 
・今後の就職活動について
考え計画し進めることがで
きる。 

(予習) 将来の進路や就
職について考えてく
る。 
(復習) 就職担当教員か
らの説明や連絡事項な
どメモして内容を読み
返し理解しておく。 

・指導教授から諸注意を聞き
理解することができる。 
・疑問に感じた事は担当教員
に質問することができる。 
・今後の目標を考え、どんな
学習するか決めることができ
る。 

(予習)将来の進路や
学習について考えて
くる。 
(復習) 指導教授から
の連絡や注意事項な
どまとめておく。 

・教員からの連絡事項を聞
きまとめ、⼤切な事はメモ
を取ることができる。 
・疑問があれば担当教員に
質問することができる。 
・後期の学習計画により科
目登録ができる。 

(予習)後期についての
目標を考え、どんな科
目を履修するか検討し
ておく。 
(復習) 指導教授からの
連絡や注意事項などま
とめておく。 

・ジェネリック・スキ
ル・テストの結果か
ら、社会⼈基礎⼒の⾃
⼰分析ができる。

(予習) テスト内容をも
う⼀度確認してくる。 
 (復習)テスト結果を受
け、社会⼈基礎⼒の強
みを伸ばすよう実践す
る。 

・ジェネリック・スキ
ル・テストを受験し、
将来の就職について考
えることができる。

(予習)１年次のテス
ト結果を確認し、社
会⼈基礎⼒について
再度考えてくる。 
(復習)テスト内容を
振り返り復習する。 

90 傾聴⼒ 
主体性 
規律性 
創造⼒ 
課題発
⾒⼒ 
計画⼒ 

「PROGジェネリック・スキル 
      ・テストの実施」 
※社会⼈基礎⼒との関わりのあ
るコンピテンシー・テストを⾏
う。  

ワーク 
（推進委員） 
レポートを読んで
フィードバックす
る。 

90 実⾏⼒ 
発信⼒ 
傾聴⼒ 
情況把
握⼒ 

「PROGジェネリック・スキル 
      ・テストの解説会実
施」 
※社会⼈基礎⼒との関わりのある
コンピテンシー・テストの結果か
ら社会⼈基礎⼒のセルフチェック
を⾏う。  
講師：特別ゲスト

講義・ワーク、 
（推進委員） 
レポートを読んで
フィードバックす
る。 

90 主体性 
規律性 
傾聴⼒ 
 

○後期科目登録について 
 
・後期履修科目登録指導
（教務部） 
 

全体講義 
（全教員） 
前回、提出した感想
⽂やレポートを
フィードバックし、
確認する。 

45 
 
 
 
45 

傾聴⼒ 
主体性
課題発
⾒⼒ 
実⾏⼒ 
計画⼒
発信⼒ 

○クラス単位コミュニケー
ション 
 
・⽣活・進路・学習指導な
ど 

各クラス別指導 
（指導教授） 
前回、提出した感想
⽂やレポートを
フィードバックし、
確認する。 

45 
 
 
45 

傾聴⼒ 
主体性
課題発
⾒⼒ 
実⾏⼒ 
計画⼒
発信⼒ 

○ 社会⼈基礎⼒ ① 
 
・就職活動について 

全体講義 
（全教員） 
前回、提出した感想
⽂やレポートを
フィードバックし、
確認する。 

45 
 
 
45 

情況把
握⼒ 
発信⼒
計画⼒
主体性 

○ 副学⻑の講話 
 
・社会に出たときに役に⽴つ話
を聴講 
 
講師：特別ゲスト 

全体講義 
（全教員） 
前回、提出した感想
⽂やレポートを
フィードバックし、
確認する。 

45 
 
 
45 

規律性
計画⼒
主体性 
規律性 
創造⼒ 
傾聴⼒ 
課題発
⾒⼒ 

○学習・⽣活について 
 
・前期振り返り 
・期末試験諸注意（教務部） 
・夏期休暇に向けての⽣活指導
（学⽣部） 

全体講義 
（全教員） 
前回、提出した感想
⽂やレポートを
フィードバックし、
確認する。 

45 
 
 
45 

規律性
計画⼒
主体性 
規律性 
創造⼒ 
傾聴⼒ 
課題発
⾒⼒ 

・授業の目的を理解し、必
要に応じてメモを取る。疑
問があれば質問することが
できる。 
・今後の学⽣⽣活について
計画することができる。 



○後期オリエンテーション 
 
・後期に向けて 
・学⽣部・教務部・就職指
導委員より連絡 

・各担当教員からの諸注意を聞き
⼤切な所はメモを取ることができ
る。 
・わからないことは指導教員に質
問して解決することができる。 
・後期の学習⽣活について計画す
ることができる。 

(予習)事前に後期受講科目
の学修内容についてシラバ
スを読んで確認しておく。 
 (復習) 各教員からの説明
や連絡事項などメモして内
容を読み返し理解してお
く。 

全体講義 
（全教員） 
前回、提出した感想
⽂やレポートを
フィードバックし、
確認する。 

ゼミのチームとして、
しっかりと発表するこ
とができる。

(予習)発表のための
準備をしてくる。 
 (復習)グランプリ⼤
会予選に参加しての
レポートを作成し提
出する。 

発表・レポート作
成

・各担当教員からの諸注意を
聞き⼤切な所はメモを取るこ
とができる。 
・春期休暇の過ごし⽅を考え
計画することができる。 
・今後の進路や就職活動を考
え計画することができる。 

(予習) 春期休暇の過ご
し⽅など計画してお
く。 
(復習) 卒業後、スムー
ズなスタートが切れる
ように計画や準備して
おく。 

・各担当教員からの諸注意を聞き⼤
切な所はメモを取ることができる。 
・課題の感想⽂「短⼤⼆年間を振り
返って」を提出⽇までに提出でき
た。 
・期末試験諸注意を教務委員から聞
いて試験の準備をすることができ
る。 

(予習) 短⼤⼆年間を振り
返って良かったことや反
省点などまとめておく。 
(復習) 「短⼤⼆年間を振
り返って」の感想⽂を書
き提出できるようにまと
める。 

・社会⼈になるにあたって
の講話を聞き、社会⼈とし
てのマナー・モラルについ
て考えることができる。 
・⾏事「成⼈のつどい」に
参加することができた。 

(予習) 社会⼈になるに
あたっての⼼構えなど
⾃分で考えてくる。 
(復習) 講話を聞いて社
会⼈としてのマナー・
モラルなど考えまとめ
ておく。 

・指導教員と前期の学⽣⽣活の
ことや後期に向けて話し合うこ
とができる 
・学びの仲間や指導教授とコ
ミュニケーションを取ることが
できる 
・冬期休暇に向けて考え計画す
ることができる 

(予習) 冬期休暇に向け
て考え計画してくる。 
(復習)冬季休暇に向け
て各教員からの説明や
連絡事項などメモして
内容を読み返し理解し
ておく。 

本学⼤学・短期⼤学の
代表チームの発表を静
かに聴講することがで
きる。

(予習)発表チームは発
表の準備をしてくる。 
 (復習)グランプリ⼤会
に参加してのレポート
を作成し期⽇までに提
出する。 

45 
 
 
 
45 

規律性
主体性
課題発
⾒⼒ 
発信⼒
実⾏⼒ 

学びの泉グランプリ⼤会・
学科予選

90 主体性 
規律性 
傾聴⼒ 

 
学びの泉 グランプリ⼤会 

学外活動 
⾒学参加・レポー
ト作成 

90 主体性 
規律性 
傾聴⼒ 
発信⼒ 

○クラス単位コミュニケーショ
ン（★時間外） 
 
・冬期休暇に向けて（学⽣部） 
・学⽣指導(就職・学習指導、
卒業にむけて) 

各クラス別指導 
(指導教授) 
前回、提出した感想
⽂やレポートを
フィードバックし、
確認する。 

45 
 
 
45 

規律
性情
況把
握⼒ 
主体
性実
⾏⼒ 

○「社会⼈になるにあたって 
 〜社会⼈としてのマナー・モ
ラル」 
 
・成⼈のつどい 
・外部講演予定 
講師：特別ゲスト

全体講義 
（全教員） 
前回、提出した感想
⽂やレポートを
フィードバックし、
確認する。 

45 
 
 
 
45 

主体性
規律性
創造⼒ 
傾聴⼒ 

○ 社会⼈基礎⼒ ② 
     ⼆年間の振り返り 
 
・期末試験諸注意（教務部） 
 
★課題：感想⽂「短⼤⼆年間を振
り返って」 

各クラス別指導 
(指導教授) 
前回、提出した感想
⽂やレポートを
フィードバックし、
確認する。 

45 
 
 
 
45 

規律性
主体性
課題発
⾒⼒ 
傾聴⼒ 

○学習、⽣活、就職について 
 
・春期休暇に向けて 
・卒業式の連絡（学⽣部） 
・今後の就職活動について（就
職指導委員） 

各クラス別指導 
(指導教授) 
前回、提出した感想
⽂やレポートを
フィードバックし、
確認する。 

45 
 
 
 
45 

傾聴⼒ 
課題発
⾒⼒ 
主体性 


